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田中地
区地域づくりの会

第 8 号　令和2年6月1日

1. 田中地区のつながりを大切にして、住民・区・各種団体がそれぞれに自らできることを実践し、不足す
るものについては周囲と助け合える関係性をつくります。
2.田中駅周辺・海野宿・東御市の中心部として充実している社会インフラといった地域資源を有効活用し、
産業を元気にするとともに、地域交流や地域教育にも活かします。
3. 親・子・孫世代、近隣住民が触れ合う中で、田中地区の魅力や引き継がれてきた価値観をコミュニティ
の中で共有します。
4. 最終的には、田中地区の確かな基盤のある暮らしを維持・発展させ、若い世代が戻る、あるいは入って
くる地域をつくります。

地
域
づ
く
り
の
方
針

会 

長 

挨 

拶

　
令
和
２
年
度

「
田
中
地
区
地
域

づ
く
り
の
会
」会

長
に
再
任
さ
れ

ま
し
た
、小
林
直

樹
と
申
し
ま
す
。

　
今
年
度
も
引

き
続
き
、既
存
の

継
続
事
業
を
中

心
に
、専
門
部
会

の
皆
様
、区
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、こ
の

地
域
づ
く
り
の
会
の
知
名
度
の
向
上
と
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。し
か
し
な
が

ら
、現
在
世
界
中
で
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、こ
れ
ま
で
の
会
合
及
び

イ
ベ
ン
ト
は
軒
並
み
中
止
と
な
り
、さ
ら
に
今
後
の
見

通
し
も
た
た
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
は
、当
然
な
が
ら
地
域

づ
く
り
の
会
の
行
事
等
の
開
催
も
厳
し
い
と
予
想
さ

れ
ま
す
が
、今
後
、こ
の
未
曾
有
の
事
態
が
収
束
す
る

こ
と
を
切
に
願
い
、そ
の
後
、地
域
づ
く
り
の
会
の
会

長
と
し
て
、イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ
て
地
域
の
活
性
に
少

し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。　
　

　

小林直樹会長

会長・副会長等役員 正副部会長

田
中
地
区
地
域
づ
く
り
の
会

令
和
２
年
度
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
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令和２年度　事業計画
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各部会の構成団体等

東
御
市
で
は
初
の
試
み

  「
西
海
野
区
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」完
成
！

　西
海
野
区
に
お
い
て
区
民
に
よ
る「
西
海
野
区
防

災
マ
ッ
プ
」作
成
の
取
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。令
和

元
年
九
月
〜
十
二
月
の
間
で
会
合
を
持
ち
西
海
野

区
民
約
百
五
十
名
が
過
去
の
災
害
発
生
箇
所
の
確

認
・
予
想
さ
れ
る
災
害
に
対
し
、発
生
時
に
ど
こ
に

避
難
す
る
か
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

西
海
野
区
は
過
去
に
も
度
々
被
害
を
受
け
住
民
の

　皆
さ
ん
の
防
災
意
識
も
高
く
、活
発
な
意
見
交
換

も
で
き
ま
し
た
。市
が
作
成
し
た「
避
難
所
・
土
砂
災

害
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」の
ほ
か
に
住
民
自
ら
が

話
し
合
っ
て
災
害
時
に
備
え
よ
う
と
す
る
取
組
み

で
、東
御
市
で
は
初
の
試
み
で
す
。

　安
藤
隆
徳
区
長
は『
区
民
が
話
し
合
っ
て
完
成
し

た「
西
海
野
区
防
災
マ
ッ
プ
」は
西
海
野
区
全
戸
に

配
布
し
、想
定
外
の
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い

て
も
細
か
な
対
応
で
災
害
に
対
応
し
た
い
』と
語
っ

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　生
活
福
祉
部
会

　十
月
二
十
四
日
〜
二
十
六
日
の

間
、開
催
予
定
の「
田
中
ま
ち
な
か

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」の
準
備
を
始
め
ま
し

た
。四
月
十
七
日
に
田
中
商
店
街
・

田
中
駅
に
飾
る
カ
ボ
チ
ャ
の
種
を
育

苗
ポ
ッ
ト
三
百
個
に
種
を
一
粒
づ
つ

い
れ
る
作
業
を
行
い
ま
し
た
。今
後

は
、手
作
り
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で

育
て
、十
日
か
ら
二
週
間
で
発
芽

し
、約
一
か
月
後
に
は
畑
に
定
植
し

ま
す
。今
年
の
カ
ボ
チ
ャ
の
生
産
予

定
数
は
百
五
十
個
が
目
標
で
す
。

　　
　
　
　
　
　
　産
業
観
光
部
会

区民が話し合って完成！

進め方について説明を受ける過去の災害発生場所の確認全員が参加して意見交換

ポットに種まき手作りビニールハウス

｢

田

　中
　ま
ち
な
か
ハ
ロ
ウ
ィ
ン｣

　
　
　
　
　準
備
始
ま
る

｢

田

　中
　ま
ち
な
か
ハ
ロ
ウ
ィ
ン｣

　
　
　
　
　準
備
始
ま
る
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十
月
二
十
六
日
〜
二
十
八
日
の

間「
田
中
ま
ち
な
か
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
カ

ボ
チ
ャ
は
駅
前
花
壇
と
田
中
商
店

街
に
約
八
十
個
飾
ら
れ
行
き
交
う

人
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
と
な
る
二
十
六
日（
土
）

は
秋
晴
れ
の
な
か
、目
印
に
カ
ボ
チ

ャ
が
お
か
れ
た
お
店
で
、四
百
四
十

二
名（
昨
年
は
三
百
二
十
九
名
）の

子
ど
も
達
が
お
菓
子
を
も
ら
っ
て
歩

き
ま
し
た
。二
十
八
日（
月
）に
は
田

中
保
育
園
の
園
児
二
百
人
が
田
中

商
店
街
で
お
菓
子
を
も
ら
っ
て
歩
き

ま
し
た
。

　
今
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
は
合
計
七
百

人
の
子
ど
も
が
お
菓
子
を
も
ら
つ
て

田
中
商
店
街
を
歩
い
た
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、保
護
者
を
含
め
る
と
八

百
人
以
上
の
人
出
が
あ
っ
た
と
推

測
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
産
業
観
光
部
会

会
報
第
８
号
を
発
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
編
集
後
記
）

　  
     

事
務
局
　
横
尾
　
　
　

  

　
電
話
７
１
|
６
７
９
０

｢
田
中
ま
ち
な
か
ハ
ロ
ウ
ィ
ン｣

が            
　
　
　
　
　
　
　開
催
さ
れ
ま
し
た

 

「
第
二
十
一
回
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　が
開
催
さ
れ
ま
し
た

 
スーパーマンもお菓子を
もらいに来た ⁉

『トリックオアトリート！』

今年一年のスタート！

さあ―お菓子たくさんもらったから帰ろー

桜湯で温まる

今年の願いを込めて

　
令
和
二
年
元
旦
に
恒
例
の「
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
・
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

心
配
さ
れ
た
天
気
も
体
を
動
か
す
に
は
ち
ょ
う
ど
良
い

気
温
と
な
り
ま
し
た
。

　
マ
ラ
ソ
ン
の
部
に
は
八
十
六
人
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
部

に
は
七
十
八
人
、計
百
六
十
四
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。

　
完
走
後
は
、桜
湯
・
お
菓
子
の
提
供
も
あ
り
冷
え
た

か
ら
だ
を
温
め
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
模
造
紙
に「
令
和
二
年
希
望
の
大
樹
」を
描
き
、

参
加
者
は
今
年
一
年
の
夢
・
希
望
を
書
い
た
付
箋
紙
を

大
樹
に
貼
り
願
い
を
込
め
ま
し
た
。「
希
望
の
大
樹
」は

田
中
公
民
館
・
中
央
公
民
館
で
掲
出
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
生
涯
学
習
部
会

田
中
地
区
地
域
づ
く
り
の
会
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